英語と日本語の混じった文章から日本語を削除する。

"del_2byte.pl" 

このプログラムはA先生の作で、日本語と英語の混ざった文章から、日本語を削除するものです。

　上記perlのプログラムは、クリックして、del_2byte.pl のファイル名で保存してください。

　テキスト・データが Shift-JIS コードであることを前提としたものです。

　いきなり日本語文字を消し去ると、出てきたものが分かりにくい部分があるので、このプログラムでは、

perl del_2byte.pl xxxxx.txt

と実行すると、

2byte文字の部分が「〓」に置換致します。

フィルに結果を出力したければ、

perl del_2byte.pl xxxxx.txt > out.txt

と実行すれば、out.txtのファイルを作成し、結果がその中に出力されます。

Word 等で処理する際に「〓」を空白に一括置換すれば消去できます。

または、プログラムの冒頭の 

my $R = '〓';

を

my $R = '';

とすると、「〓」にも置換されず、日本語部分は最初から消去されます。

出力の記録の仕方

出力を out.txt というファイルに記録したい場合には、

perl del_2byte.pl xxxxx.txt > out.txt

と「> out.txt」を付けて実行して下さい。

そうすると、out.txt というファイルができて、中に出力が記録されます。

"del_2byte2.pl"
　このプログラムはA先生の作で、日本語と英語の混ざった文章から、日本語を削除するものです。1度に複数のファイルの処理をします。

処理したいファイルのあるディレクトリ内に"del_2byte2.pl"を入れて処理します。

perl del_2byte2.pl 

と実行して下さい。

"del_2byte.pl"にファイル処理を加えものです。

実行したディレクトリで、「～.txt」というファイルのみ処理し、「～.out」というファイルに結果を出力します（プログラム実行時に処理したファイル名が出力されます）。

Word 等で処理する際に「〓」を空白に一括置換すれば消去できます。

または、プログラムの冒頭の 

my $R = '〓';

を

my $R = '';

とすると、「〓」にも置換されず、日本語部分は最初から消去されます。

なお、プログラム冒頭の部分で、

$EXT = 'txt';

$OEXT = 'out';

というのがあります。

この 'txt'、 'out' を任意の形に変えれば、拡張子が変わっても同様のことができます。

このプログラムの注意点は主に次の通りです。

・ファイルの拡張子とボディ部を分ける「.」は一つだけ。

・出力するファイル名と同じものがあったら、上書きをする。

北尾　謙治　作成　(2005年10月30日)
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